

































































































































































































































































しそうですか｣といわれると､逆に ｢ハイ !J と引
き受けちゃうんですよ-｡
- 技術者として ｢できない｣と返事をすることに
抵抗がある､悔しいと思ってしまうのですか｡
そうかもしれません｡何か新しいことをするため
にいろいろなことを試 してみるのが技術屋ですc
lOO点ではないけれど80点くらいのものはできるだ
ろうと考える｡そうか,今まで自分は人がいいんだ
と思っていたんですが､違ったみたいだ｡これは新
しいとらえ方でした｡
- 恐れ入ります｡さきほどじゅうたん建学とおっ
しゃいましたが､メーカーなどからも恐れられる存
在なのでしょうか｡
メーカーにはかなり厳しくいいますよ｡相当煙た
がられていると思います｡例えばソフトウェアの世
界にはリリース判定という段階がありますo市が市
の資任においてシステム本稼働のゴーサインを出す
ことです｡メーカーも新潟市もこの段階を踏んでい
私の役割は､オッドワン｡
異分子の効果を与えることだと思っています｡
ませんでした｡オペレーションテストは行っていた
んですが ｡それで ｢ちゃんとやりなさいよ｣と｡
判定にあたっては､納品時に ｢残存する課題がど
のくらいで､そこから予測されることはどのような
ことかJ を記した魯類をメ-カーに提出してもらう
よう伝えました｡それをもとに市が受入検査を行い
ます｡仕事というのはメリハリが大切だと思います
ね｡普段は放っていてもいいけれど､最後の最後は
責任者が自分で晶質を見極めないとなりません｡
こうして話していくと､私は ｢手順屋さん｣とも
いえますね｡ トラブルが発生した時も第一報では何
と何を報告しなければいけないかを決めました｡私
がいなくなってもそういったマニュアルが活用され
ていくことを期待しています｡
r課長を5分待たせたら350円の損失だ｣
- マニュアルが残るだけでなく､意誰の面でも与
えた影Vは大きいと思います｡業務効率化のほかに
IT政策監を設置した効果をお感じになることはあ
りますか｡
やはり異分子を入れたということに尽きると思い
ますね｡この効果はなかなか表に出ませんが､じわ
じわと利いてきてるんじゃないかと感じることがあ
り､時々ニヤリとしています｡
例えば､私は民間出身ですから時間とコストと利
益には敏感です｡地方公共団体の業務の大部分は利
益と無関係ですが､時間とコストは重要な経営指標
でしょう｡事あるごとに時間とコス トについては言
及するようにしているんですよ｡｢期限をつけない
仕事は仕事じゃない｡趣味だ｣とかね｡｢課長を5
分待たせたら350円の損失なんだぞ｣,｢自分たちの
人件班はコストだと思ってないだろう.タダじゃな
い｡きちんと算定すべきだ｣などなどです｡
さきほどいった学会発表なども異分子効果の一つ
だと思っています｡
オッドマン理論というのをご存知ですか｡チーム
のなかにオブドマン､つまり異端者を一人参加させ
ると会議が活性化し､よい結果が得られやすいとい
うものです｡オッドワン理論とも呼ばれています｡
この理論は ｢アンドロメダ病原体｣という小説の
なかの架空の理論なんだそうですが､しかし経坂上､
この考え方はある程度事実だろうと私は思っている
んですよ｡異分子が参加していると､とんでもない
方向から意見が出てきて面白い結論になることがあ
ります｡新潟市における私の役割は､このオッドマ
ン,いや ｢オッドワン｣だと思っています｡
ささいな意識の変化でもいいから職員に何かしら
残せたら､私が新潟市に在籍した意味はあったのだ
ろうと思います｡
- 本日は貴重なお話をありがとうございました｡
白山公園から望む新潟市役所分館
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